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ニ ュ
ー ロ カ ル シ ン 免疫陽性

神経終末の マ ウ ス 副腎髄質

内 に お け る 不 均 一 分布
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名古屋大 ・医 ・第 1解剖

マ ウス小脳ブルキンエ 鈿胞はTH 、

AADC を発現するがカテコ ールア ミン

を生合成しない
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ニ ュ
ー ロ カル シ ン は 、 ウシ脳 よ り見

つ け られ た 3 個 の EF ハ ン ドをもつ

カ ル シ ウム 結合蛋 白質で ある 。 我々

はマ ウス 副腎髄 質をニ ュ
ー ロ カ ル シ

ン の 抗 血 清 （名大薬理 ・日高教授供

与）で 免疫組織化学的に調べ た 。

　 ニ ュ
ーロ カ ル シ ン の 免疫活性 はマ

ウ ス 副 腎髄質内の 神経線維 、 神経終

末及 び神経節細胞 に局在 した 。 神経

線維 は束 と な っ て 走行 、 枝分か れ後

は ボ タン 状 に膨 らみ神経終末 をクロ

ム 親和細胞 の まわ りに形成 した 。 神

経終末 を作 る 部位は 髄質内で 不 均一

で 、 密 な部 位 （線維 と終末が網 目状

に分布） と粗 な部位が 見 られた 。 密

な部位 は カ テ コ
ー ル ア ミ ン の 蛍光組

織化学 に よ りノ ル ア ド レナ リ ン （NA ）

細胞の 集団 と一 致 した 。

　 ニ ュ
ー ロ カ ル シ ン は マ ウ ス 副 腎髄

質で は神経線維 ・神経終末 に存在 し 、

その 分布 は NA 細 胞 の まわ りに 多い こ

とが わ か っ た 。
こ れ は NA 細胞 とA 細

胞 の 神経支配 とそ の化学 的特性の 違

い を示唆する 。

マ ウス小脳ブル キンエ 細胞に発現する

チロ シン水酸化酵秦 （TH ）、芳香族L

一アミノ酸脱炭酸酵素 （AADC ）含有細

胞は2％NaCl 飲水時、老齢時に数が増

加することを免疫組織化学的手法に て

認めた。 実k ：は戍熟マ ウス 侮7ヵ 月）

に 2％NdCtを2遇聞飲水させた もの と、

老齢マ ウス （12−14ヵ月）を用いた。 出

現場所は小脳尾惆虫部、片葉、旁片葉

を主 として、い ずれの場合 もTH陽性ブ

ルキンエ 細胞の ほ うがAADC 陽性細胞

より多か っ た。 これ らの陽 性細胞では

TH の補酵素テ トラヒ ドロ ビオプテ リン

の生合成酵素GTP 　ryCIChydrotase　1

（GCH ）に対する抗体の反応は陰性であ

り、 抗レDOPA 抗体も陰性であっ た 。 よっ

てブル キンエ 細胞はカテ コールア ミン

合成酵素を発現するがL−DOPA ，

Dcrpamineなどは合成 していない ことが

示峻された 。 またTH ，
　AADC の発現の調

節も別々 に なされてい る可能性が考え

られた 。
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